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0. はじめに
トルコ語には、2 つの項があった場合に、主格項の他のもう一つの項の方に与格または
奪格をとらなければならない動詞がある。与格／奪格支配動詞（1.節で後述）には感情を
表す動詞が多いことは先行研究からも示されているが、実際のトルコ語では、感情を表現
する動詞ではない動詞もある。本稿は、トルコ語において、どのような動詞が与格や奪格
を要求するのかを調査・分析し、与格／奪格支配動詞の意味分布の傾向を明らかにするこ
とを目的とする。 
本文中の例文番号、図表番号、グロス、太字、下線および外国語文献の日本語訳は、特
に断りのない限り筆者によるものとする。 
1. 与格／奪格支配動詞について
トルコ語には、2 つの項があった場合に、主格項でないもう一つの項の方に与格または
奪格をとらなければならない動詞がある。勝田 (1986) は、これらの動詞を与格支配動詞、
奪格支配動詞と呼んでいる。以下に、勝田 (1986: 14) からの例文を引用し示す。 
(1) Çocuk ders-e başla-dı. 
子供 勉強-DAT  始める-PST 
「子供は勉強を始めた。」 
(2) Ahmet   o  plan-dan vaz geç-ti. 
アフメット  その 計画-ABL 断念する-PST 
「アフメットはその計画を断念した。」 
(勝田 1986: 14引用) 
以下、本稿では勝田 (1986) に倣い、(1) のような動詞を与格支配動詞、(2)のような動詞
を奪格支配動詞と呼ぶこととする。 
2. 先行研究
2.節では、2.1.節でトルコ語の与格／奪格支配動詞の先行研究を、2.2.節で本稿の分析に
用いる二項述語階層についての先行研究を取り上げる。 
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2.1. 与格／奪格支配動詞について 
2.1.1. Göksel and Kerslake (2005) 
Oblique object (以下、斜格1目的語と訳す) として、与格と奪格以外にも、位格を要求す
る動詞（kursur etmek「失敗する」など）、道具を表す後置詞を要求する動詞（ilgilenmek「興
味を持つ」など）があるとしており、“They (=oblique objects) occur with intransitive verbs 
especially with those which express emotion.” と述べている。与格を要求する動詞には多くの
感情述語が、奪格を要求する動詞にはある種の感情述語、特に嫌悪の概念を反映している
ものが見られる。 
(Göksel and Kerslake 2005: 128 要約) 
2.1.2. Nilsson (1985) 
Nilsson (1985) では、感情述語が要求する格について詳しい説明がされている。 
感情述語において、与格と奪格のどちらが選ばれるかははっきりとは分からない。もし
くは、両方あてはまる感情述語においては、何が原因で決まるかもはっきりしない。しか
し、そのような述語において、英語で to を取る場合は与格を取りやすく、英語で from を
取る場合は奪格を取りやすい。この 2つの格がどのように表れるのか（出現率）は toおよ
び fromと相関関係にある。 
duygulanmak「影響される/動かされる」、umutlu「希望に満ちた」、yorulmak「疲れた」な
どの述語は、ＸのＹに対する態度を描写するのではなく、Ｙによって発生したＸの特定の
反応を描写するので、その反応の原因に対して奪格を用いる。 
(Nilsson 1985: 114 要約) 
2.1.3. 与格／奪格支配動詞についての先行研究のまとめ 
以下、表 2は 2.1.1.節～2.1.2.節と Lewis (2000) の記述を表にまとめたものである。 
表 1: 与格／奪格とその周辺の動詞に関する先行研究のまとめ 
与格とその周辺の動詞 奪格とその周辺の動詞 
Göksel and Kerslake 
(2005) 
感情を表す自動詞と共起
しやすい 
感情（特に嫌悪）を表す自動
詞と共起しやすい 
Lewis (2000) 対格の代わりに与格が現
れる例がある 
感情の原因となる語に奪格が
つく 
Nilsson (1985) 英語においては to を取る
感情述語 
英語においては fromを取る
感情述語 
1 ここでの斜格とは、主格と対格以外の格を表す。 
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2.2. 動詞分類について 
2.2.1. 角田 (2009) の二項述語階層 
角田 (2009) は、世界の諸言語の二項述語がとる格枠組みを調べて、以下の表 3のよう
な二項述語の分類を提案している。 
表 2: 角田 (2009: 101) の二項述語階層 
類 1 2 3 4 5 6 7 
意味 直接影響 知覚 追求 知識 感情 関係 能力 
下位類 1A 1B 2A 2B 
意味 変化 無変化 
例 殺す 叩く see look 持つ 知る 愛す 持つ できる 
壊す 蹴る hear listen 探す 分かる 惚れる ある 得意 
温める ぶつかる 見つける 覚える 好き 似る 強い 
忘れる 嫌い 欠ける 苦手 
欲しい 成る good 
要る 含む capable 
怒る 対応する proficient 
恐れる 
(角田 2009: 101 をもとに筆者作成) 
 この階層は、意味と形の両方を考慮したものである。すなわち、意味の面では左側のほ
うが対象への影響が大きく、形の面では左のほうが典型的な他動詞の格枠組み (対格型言
語では [主格－対格]／能格型言語では [能格－絶対格]) が現れることを示している。 
 今回の調査では、抽出した与格／奪格支配動詞の意味分類にこの階層を用い、与格／奪
格支配動詞の現れ方を考察した。 
3. 調査方法
3.1. 辞書を用いた抽出作業 
調査資料として、Bezmez and Brown (1999) のトルコ語－英語辞書を用いる。 
3.1.1. 調査資料について 
Bezmez and Brown (1999) では、見出しの後に、その動詞が要求する格が記されている。
たとえば、対格をとる場合は /ı/、与格をとる場合は /a/、奪格をとる場合は /dan/ と表記
されている。以下に例を示す。 
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vazgeçmek /dan/ 1. renouncing one’s claim to (s.t.). 2. giving up, abandon (a habit/ a viewpoint). 3. to 
decide not to (do s.t.), give up the idea of (doing s.t.) 
 
(Bezmez and Brown 1999: 921 引用) 
 
3.1.2. 定義に基づいて、取り扱わないと判断した動詞の例 
 Bezmez and Brown (1999) より、a～zで始まる動詞の中から、与格および奪格を要求す
るという記述のもの、すなわち、/a/ や /dan/ と表記されている動詞を手作業で抜きだし
た。 
①主語項のみで文が成立する動詞 
②受身形と判断される動詞 
③三項以上の名詞句をとる動詞 
④起点・通過点として与格名詞や奪格名詞をとる動詞 
は、与格／奪格を要求するとの記述はあるものの、今回は取り扱わない動詞として排除
した。なお、その判断は、その動詞がとる構文や、日本語に訳した場合の意味によって行
った。 
 
3.2. 二項述語階層への分類基準 
この節では、抽出した動詞を分類する際、どのような基準で判断するのかについて記述
する。特に判断に迷った「1B: 直接影響無変化」「6: 関係」について記述する。 
 
3.2.1. 直接影響無変化 
 対象となるものに接触しているかどうかにより判断した。「妨害する」「扱う」のように、
抽象的であっても接触として考えたものはこのカテゴリに入れた。 
 
3.2.2. 関係 
 時間的な変化がないものを「関係」の動詞と判断した。 
 
4. 調査結果 
Bezmez and Brown (1999) より、与格支配動詞、奪格支配動詞を手作業で抜きだし、階層
ごとに示した。用例が 4つを超えるものは代表的なものを 3つ挙げ、表の左端に合計数を
示した。 
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表 3: 与格支配動詞の階層ごとの動詞の数分布 
直接影響変化 kıymak 「殺す」 niyetlenmek 「拡張す
る」 
vurmak 「叩いて前
進させる」 
3 
直接影響無変化 çarpmak 「当てる」 karışılmak「妨害す
る」 
sertelmek 「扱う」 27 
知覚 A 0 
知覚 B bakmak 「見る」 bakılmak 「見る」 yeşillenmek 「嫌ら
しい目線で見る」 
4 
追求 azmetmek 「解決す
る」 
özenmek 「真似した
い」 
yapınkmak 「挑戦
する」 
9 
知識 çalışmak 「研究する」 1 
感情 acınılmak 「申し訳な
く思う」 
çıkışmak 「叱る」 inanmak 「信じる」 37 
関係 benzemek 「似てい
る」 
yakışmak 「適する」 yapışmak 「固執す
る」 
4 
能力 ermek 「得る」 karışmak 「責任がある」 2 
その他 alışmak 「慣れる」 koyulmak 「始める」 takmak 「選ぶ」 39 
計 126 
表 4: 奪格支配動詞の階層ごとの動詞の数分布 
直接影響変化 almak 「短くする」 1 
直接影響無変化 artakalmak 「残す」 eğilmek 「売る」 2 
知覚 A 0 
知覚 B 0 
追求 anlamak 「挑戦する」 özenmek 「真似したい」 2 
知識 anlamak 「知る」 1 
感情 anlamak 「感謝する」 çekinmek 「落胆する」 caymak 「諦める」 17 
関係 0 
能力 0 
その他 çekilmek 「やめる」 kaçmak 「避ける」 kesilmek 「食欲や
強さ）を失う」 
8 
計 31 
 与格支配動詞においては、知覚 A以外の階層で、1例以上動詞を抽出することができた
が、奪格支配動詞においては、知覚 A、知覚 B、能力、関係の階層にあてはまる動詞がな
かった。奪格支配動詞では、感情以外の階層は 31例中 6例と少ない結果となった。 
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表より、与格支配動詞の方が、奪格支配動詞に比べて 4倍以上数が多いことがわかる。
直接影響無変化の階層については、与格支配動詞の 27例に比べて、奪格支配動詞では 2
例となっており、最も差が開いた階層と言っていいだろう。 
 感情を表す奪格支配動詞では、悲しみや怒りや諦めなど、後ろ向きな感情が多く、唯一
の例外が anlamak「感謝する」であった。与格支配動詞の中には、喜怒哀楽様々な感情が
見られた中で、奪格支配動詞はマイナスな感情が多いということは興味深い結果となった。
これは Göksel and Kerslake (2005) と一致する。 
4.1. 与格／奪格支配動詞ごとの階層別割合 
表 4をもとに、与格／奪格支配動詞ごとの階層別割合を示すグラフを作成し、パーセンテ
ージを記載した。 
4.1.1. 与格支配動詞の階層別割合 
図 1: 与格支配動詞の階層別割合 
図 1から、与格支配動詞の階層別割合は、直接影響無変化が 20%、感情階層が約 30％ず
つを占めていることがわかる。角田 (2009) は、対象への影響が大きいとされる階層ほど、
典型的な他動詞の格枠組みを取る、としているが、今回の調査では、先行研究の記述と異
なる結果となった。つまり、左側の方は [主格―対格] が多く出るはずだが、直接影響無
変化の階層において [主格―与格] が多く現れた。風間 (2014) では、直接影響無変化の他
動性の低さが指摘されており、今回の調査結果は、風間 (2014) の記述通りの結果となっ
た。 
 追求の動詞の割合が比較的高くなっているのは、与格の性質と関係があるのではないか
と考えられる。 
直接影響変化, 
3, 2%
直接影響無変
化, 27, 22%
知覚A, 0, 0%
知覚B, 4, 3%
追求, 9, 7%
知識, 1, 1%感情, 37, 29%
関係, 4, 3%
能力, 2, 2%
その他, 39, 
31%
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4.1.2. 奪格支配動詞の階層別割合 
図 2: 奪格支配動詞の階層別割合 
 図 2より、感情の動詞が奪格支配動詞の約半分を占めていることがわかる。それ以外の
動詞の数は非常に少なく、奪格支配動詞における感情述語の多さが如実に表れる結果とな
った。 
5. 結論
5.1. 与格支配動詞に関して 
与格支配動詞について以下にまとめる。 
・感情を表す動詞は与格支配動詞の 29%であり、与格支配動詞には感情動詞が多いと結論
付けることは難しい。 
・直接影響無変化の動詞が与格支配動詞の 22%を占めており、他動性と格枠組みの関係に
関する角田 (2009) の記述とは異なる結果が出た。 
・表 3 の階層では他動性が低いとされ、本来ならば [主格―対格] 構造を取りにくいとさ
れている動詞、すなわち能力、関係の動詞が少ない。これは、今回は調査対象を動詞のみ
とした影響による可能性がある。 
5.2. 奪格支配動詞に関して 
奪格支配動詞について以下にまとめる。 
・感情の動詞が 55%を占める結果となった。先行研究では、奪格支配動詞において、感情
の動詞以外の言及がなかったが、奪格支配動詞の約半数は感情の動詞、もう半数は感情の
動詞ではないという結果となった。 
・与格支配動詞では直接影響無変化の動詞が多くみられたが、奪格支配動詞では、7%と、
小さい数値になった。しかしながら、奪格支配動詞における直接影響無変化の動詞は、感
情の動詞、に次いで 2 番目に多く、わずかではあるが、他動性と格枠組みの関係に関する
直接影響変
化, 1, 3%
直接影響無変
化, 2, 7% 知覚A, 0, 0%
知覚B, 0, 0%
追求, 2, 6%
知識, 1, 3%
感情, 17, 55%関係, 0, 0%
能力, 0, 0%
その他, 8, 
26%
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角田 (2009) の記述とは異なる。 
6. まとめと今後の課題
 与格支配動詞では「感情」に分類される動詞が 29%、「直接影響無変化」に分類される
動詞が全体の 22%であるのに対し、奪格支配動詞では「感情」に分類される動詞が全体の
55%を占めていた。 
 しかしながら与格／奪格支配動詞いずれにおいても、少数ではあるが「追求」や「知識」
に分類される動詞が見受けられた。一方で、特に奪格支配動詞において、抽出結果が 0例
となってしまう意味の階層も見受けられた。このことから、（特に感情表現や直接影響無変
化の意味分類において）動詞が与格や奪格を要求する場合は意味による力が大きいと結論
付けることができるだろう。 
 今回の調査の反省として、与格／奪格支配動詞か否かの判断基準を設定することが非常
に難しかったことがあげられる。今回はトルコ語－英語辞書を用い、その英訳に基づいて
二項述語であるか否かの判断を行った。実際に話されているトルコ語の実態に近い方法で
調査を行えなかったことは今回の反省点である。 
 意味分類においても、1~7の階層のいずれかにぴったりと分類することは困難であった。
そのような動詞は「その他」として扱ったが異なった意味分類の方法の分類を試していれ
ば、異なる結果が得られていたかもしれない。 
 本稿では動詞による格支配について調査・分析することを目的とし、調査を行ってきた
が、やはり格が選ばれる条件として、動詞の意味や構文だけでは例外が多数出てしまうこ
とが判明した。今後は格周辺の名詞や動詞の性質等の観点からさらに調査・分析する必要
があると考えている。 
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